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一般会計補正予算、条例改  正などの議案を可決
副町長に古谷一良氏を選任

正などの議案を可決

　

令
和
元
年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
6
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
4
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

10

13

し
た
。

　

初
日
の
6
月　

日
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
た
後
、
選
挙
管
理
委

10

員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
発
議
案
件
の
趣
旨
説
明
、
質
疑
・
討
論
・
採
決

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
6
月　

日
に
行
い
、
3
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

12

　

最
終
日
の
6
月　

日
に
は
、
報
告
案
件
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
い
、
そ
の
他
の
議
案
の
質
疑
・
討
論
・

13

採
決
を
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
閉
会
中
の
継
続
調
査
を
議

決
に
よ
り
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
副
町
長
の
選
任
同
意
案
件
に
つ
い
て
も

採
決
を
行
い
、
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

第第第第第第第第第第 3333333333第 3 回回回回回回回回回回回
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定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例定 例 会会会会会会会会会会会

定 例 会 の
概 要

□
芳
賀
町
副
町
長
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

　

議
会
定
例
会
最
終
日
の
6

月　

日
に
上
野
哲
男
前
副
町

13
長（
6
月　

日
で
任
期
満
了
）

14

の
後
任
と
し
て
古
谷
一
良
氏

（
稲
毛
田
）を
副
町
長
に
選
任

す
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

議
員
全
員
の
同
意
に
よ
り
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

選
任
同

選
任
同
意意

選選　

挙挙

取取　

得得

▲古谷一良氏

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
パ
ソ
コ
ン
購
入
）

　

町
職
員
用
の
パ
ソ
コ
ン
3

0
0
台
を
購
入
す
る
も
の
。

契
約
の
方
法
は
5
社
に
よ
る

指
名
競
争
入
札
で
、
額
は
消

費
税
を
加
え
て
2
1
8
7
万

円
。

質
疑　

江
間
田
信
一
議
員　

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

に
つ
い
て

　

芳
賀
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
が
令
和
元
年
6
月

　

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

16な
る
こ
と
か
ら
、
6
月　

日
10

の
本
会
議
に
お
い
て
指
名
推

薦
に
よ
る
選
挙
を
行
い
、
次

の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

委
員

　

髙
久
典
男（
祖
母
井
）

　

沼
能
靖（
下
高
根
沢
）

　

北
條
正
美（
給
部
）

　

井
本
恵
子（
東
水
沼
）

補
充
員

　

金
子
透（
上
延
生
）

　

中
村
信
行（
下
高
根
沢
）

　

手
塚
利
夫（
下
延
生
）

　

大
野
谷
文
夫（
東
高
橋
）

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
学
校
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
）

　

学
校
用
の
パ
ソ
コ
ン
1
3

4
台
を
購
入
す
る
も
の
。
契

約
の
方
法
は
5
社
に
よ
る
指

名
競
争
入
札
で
、
額
は
消
費

税
を
加
え
て
9
7
6
万
8
6

0
0
円
。

（
質
疑
、討
論
な
し
、原
案
可
決
）

　

6
月　

日
に
選
挙
管
理
委

21

員
会
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に

髙
久
典
男
氏
、
職
務
代
理
者

に
北
條
正
美
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
欠
員
が
生
じ
た
場

合
は
金
子
透
氏
か
ら
順
次
補

充
さ
れ
ま
す
。

締締　

結結

□
委
託
工
事
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

L
R
T
整
備
事
業
に
係
る

道
路
改
良
工
事
を
栃
木
県
に

委
託
す
る
委
託
工
事
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

（
質
疑
、討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成

　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

30計
）

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成

　

年
度
芳
賀
町
公
共
下
水

30道
事
業
特
別
会
計
）

　

平
成　

年
第
1
回
芳
賀
町

31

議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決

さ
れ
た
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
第
5
号
に
よ
る
繰
越

明
許
費
と
、
芳
賀
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
第
1
号
に
よ
る
繰
越
明
許

費
を
令
和
元
年
度
に
繰
り
越

し
た
も
の
。

（
質
疑
な
し
）

報報　

告告
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一般会計補正予算、条例改  正などの議案を可決
副町長に古谷一良氏を選任
一般会計補正予算、条例改  
副町長に古谷一良氏を選任

補
正
予

補
正
予
算算

条
例
改

条
例
改
正正

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農

業
公
社
の
経
営
状
況
説
明

書
の
提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式

会
社
の
経
営
状
況
説
明
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
2
4
3
条

の
3
第
2
項
の
規
定
に
よ
る

両
法
人
の
経
営
状
況
の
説
明

の
た
め
、
同
法
施
行
令
第
1

7
3
条
第
1
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
を
報
告
す
る

も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員

■令和元年度一般会計補正予算（第1号）の主な歳出
補正額項　　目

150万円消費税増税に伴うプレミアム付商品券の印刷製本費

総務費

8,522万円プレミアム付商品券の販売・精算業務などの委託料

638万8千円
2020年東京オリンピック・パラリンピックのPRを地域で取り組むため
のわがまち未来創造事業補助金

15万円振り込め詐欺などの特殊詐欺対策電話機等購入補助金

752万4千円幼児教育無償化のためのシステム改修費民生費

348万2千円風疹の追加的対策として予防接種などの委託料衛生費

879万8千円農業用機械導入による水田フル活用促進整備事業補助金
農林水産費

660万9千円強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業

　230万円移転補償費再算定業務などの委託料

【祖母井中央地区】

土木費

700万円水道管敷設などの工事請負費

1億3,350万円移転補償費

2億1,715万円信号保安・通信設備製造工事などの変電施設整備等
【ＬＲＴ事業】

　4,535万円レール購入による備品費

250万円上延生自治会に対するコミュニティ助成事業助成金教育費

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

総
額
に
5
億
3
0
4
0
万

4
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を　

億
8
0
4
0
万
4
千

92

円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

小
林　

隆
志
議
員

　
　
　

岡
田　

年
弘
議
員

　
　
　

北
條　
　

勲
議
員

　
　
　

大
根
田　

弘
議
員

　
　
　

山
口
菊
一
郎
議
員

　
　
　

中
村
由
美
子
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

変変　

更更

□
字
の
廃
止
及
び
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て

　

県
営
打
越
新
田
地
区
土
地

改
良
事
業
の
施
行
の
結
果
、

事
業
実
施
後
の
現
況
に
符
合

し
な
い
字
の
区
域
が
生
じ
た

た
め
、
字
の
廃
止
及
び
字
の

区
域
の
変
更
を
行
う
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
が
改
正
（
令
和
元
年
5
月

　

日
公
布
）
さ
れ
、
国
会
議

15員
の
選
挙
等
の
執
行
に
つ
い

て
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体

に
交
付
さ
れ
る
額
の
基
準
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）



委員会活動・常任委員会の議会閉会中の継続審査

　児童・生徒等の交通安全対策について

　常任委員会は、所管する町の事務
について自主的に調査を行う権限を
有しており、これを「所管事務調査」
といいます。
　総務・教育民生・産業建設常任委
員会は、議会最終日の6月13日に閉
会中の所管事務調査について議長に
申し出し、議決により許可されまし
た。各常任委員会は次のテーマにつ
いて調査を行い、12月定例会で調査
結果を報告する予定です。

調査事項

　児童・生徒等の交通事故は、全国的に

依然として発生している。次代を担う、

かけがえのない命を地域全体で守ること

は、極めて重要であることから先進的な

事例を調査研究する。

調査の目的

総務常任委員会

　学校部活動と総合型地域スポーツクラ
ブとの関わりについて

　令和元年6月10日の定例会において意見書が採択され、栃木県知事宛に意見書を提出しました。

調査事項

　中学校運動部活動をめぐっては、教員の
過重労働の一因とされると共に、少子化に
よる生徒数減少、それに伴う教員数の減少、
専門的指導力をもつ教員の不足等により、
生徒のニーズに応じた部活動が成り立た
なくなる現状がある。このような中、外部指
導者の活用も議論されるようになり、中学
校運動部活動と総合型スポーツクラブが
連携された先進事例を調査研究する。

調査の目的

　医療費助成における精神障害者の適用に関する意見書の提出を求める陳情書
陳情名

陳情者 結果　　採択結果　　採択

教育民生常任委員会

　空き家対策について
調査事項

　適切な管理が行われていない空き家が

年々増えていて、地域住民にとっては、

火災や衛生上問題となっている。空き家

発生予防や空き家を活用した定住促進を

実施している先進地の事例を調査研究す

る。

調査の目的

産業建設常任委員会

栃木県精神保健福祉会

陳　情
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結果　　採択
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一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
3人の議員が一般質問3人の議員が一般質問

　第3日目に一般質問が行われ、3人の議員が町政について質問しました。

一般質問とは

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

〈次回の定例会は9月3日からの予定です〉

議会は、はがチャンネルでも
放送します。

みんなで議会を
傍聴しましょう

－ 放映時間 －
会議当日　　　　午後８時から
再 放 送　翌日の午後２時から

大根田　周平 議員（8ページ）
１　LRT導入による魅力あるまちづくりについて

北條　勲 議員（7ページ）
１　芳賀チャンネルについて
２　外国人の対応について

石川　保 議員（6ページ）
１　LRTに伴う、かしの森公園の整備と沿線の住環境について
２　下原地区計画について



一
般
質
問

石川保が問う

LRTに伴う、かしの森公園の整備と
沿線の住環境について

No.174 議会だよりはが　6議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

L
R
T
開
通
に
伴
い
、

か
し
の
森
公
園
前
に

は
停
留
所
が
で
き
、
利
用

者
の
高
ま
り
に
よ
り
公
園

内
各
設
備
の
再
整
備
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　

①
公
園
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
野
球
以

外
の
利
用
を
考
え
て
い
ま

す
。
②
売
店
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
状
況
を
見
極
め
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
③
桜

の
公
園
と
し
て
観
光
面
で

も
重
要
な
位
置
づ
け
を
し

て
い
ま
す
。
庁
舎
内
検
討

組
織
を
設
け
、
全
体
整
備

の
中
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

公
園
の
出
入
り
口
の

安
全
性
と
利
便
性
の

向
上
を
考
え
、
現
在
の
出

入
り
口
の
拡
幅
と
、
西
側

の
出
入
り
口
の
新
設
整
備

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

建
設
産
業
部
長
兼
都

市
計
画
課
長　

出
入

り
口
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、

再
整
備
を
検
討
す
る
中
で

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
側
の
出
入
り
口
に
つ
い

て
は
、
雨
水
排
水
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
体
的
に
整
備
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
周
辺
の
生
活
道
路

の
拡
幅
と
安
全
性
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
交
通
状
況

に
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き

ま
す
。L

R
T
開
通
に
伴
い

谷
津
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
付
近
の
環
境
整
備

は
ど
う
な
る
か
。

町
長　

L
R
T
の
騒

音
、
振
動
に
つ
い
て

は
問
題
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ

ー
ト
内
の
狭
小
さ
に
つ
い

て
は
、
出
入
り
口
部
分
の

改
善
を
含
め
整
備
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、芳
賀
町
に
は「
工

業
団
地
や
L
R
T
」
な
ど

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
条

件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
活
か
し
こ
の
計
画

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
若

年
層
の
定
住
を
促
進
す
る

位
置
付
け
に
は
な
ら
な
い

か
。

答

▲下原地区内を通る町道0116号線（三日市・工業団地線）

▲谷津ボックスカルバート

建
設
産
業
部
長
兼
都

市
計
画
課
長　

今
後
、

地
域
住
民
、
道
路
管
理
者
、

交
通
管
理
者
と
協
議
の
上
、

歩
行
者
安
全
性
を
最
優
先

に
考
え
、
快
適
で
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
と
道
路

の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
保
有
の
空
き

家
に
つ
い
て
は
適
切
な
管

理
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
活
用
の
方
向
性
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

問

問

下
原
地
区
計
画
の
成
功
は

芳
賀
町
の
発
展
に
繋
が
る

問答

問答

答

町
長　

第
6
次
振
興

計
画
に
お
い
て
若
い

年
代
の
人
口
流
出
を
人
口

減
少
の
要
因
と
捉
え
、
全

分
野
に
ま
た
が
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
位
置
づ
け
し
て
い

ま
す
。
地
元
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
と
連
携
し
て
地
区

計
画
を
活
用
し
て
既
存
住

宅
の
環
境
改
善
と
農
地
等

都
市
的
利
用
の
転
換
を
誘

導
し
、
生
活
の
拠
点
の
形

成
を
図
り
ま
す
。

L
R
T
開
通
に
伴
う

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
よ
り
、
下

原
地
区
一
体
の
回
遊
性
を

活
か
し
た
、
歩
道
の
安
全

性
の
一
体
的
整
備
は
。

　

ま
た
、
企
業
保
有
の
空

き
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
。 答問
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芳賀チャンネルについて

一
般
質
問
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町
長
及
び
議
員
の
選

挙
が
今
回
放
映
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長　

今
回
は
開
票

の
正
確
性
と
選
挙
結
果
を

速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と

が
最
重
要
と
判
断
し
、
生

中
継
は
行
わ
ず
、
芳
賀

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
デ
ー
タ
ー

放
送
と
芳
賀
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
開
票
速
報
と

し
た
た
め
で
す
。

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

放
映
権
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長　

基
本
的
に
管

理
運
営
は
企
画
課
で
す
。

選
挙
に
つ
い
て
は
選
挙
管

理
委
員
会
で
す
。

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

選
挙
の
関
心
度
を

デ
ー
タ
放
送
で
ア
ン
ケ
ー

ト
で
き
な
い
か
。

問

企
画
課
長　

押
し
ボ

タ
ン
方
式
の
機
能
は

確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。
毎

年
、
加
入
者
に
行
っ
て
い

る
放
送
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
中
に
取
り

入
れ
ま
す
。

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

総
費
用
額
は
。

企
画
課
長　

平
成　
20

年
か
ら　

年
ま
で
で

30

約　

億
2
1
0
0
万
円
で

11
す
。

今
年
の
4
月
か
ら
出

入
国
管
理
法
が
改
正

さ
れ
5
年
間
で　

万
人
を

34

受
け
入
れ
る
見
込
み
で
す
。

当
町
で
の
外
国
人
の
対
応

は
。

町
長　

特
定
技
能
を

取
得
す
る
た
め
に
は

日
本
語
が
理
解
で
き
る
こ

と
、
ま
た
、
外
国
人
と
直

接
雇
用
契
約
を
結
ぶ
企
業

は
、
職
場
・
日
常
・
社
会

の
各
生
活
の
支
援
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
も
今
年
の
4
月
に
、

と
ち
ぎ
外
国
人
相
談
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
4
月
現
在
の
外

国
人
は
1
5
0
人
で
す
。

技
能
実
習
生
は
受
け
入
れ

先
の
事
業
主
が
付
き
添
っ

て
来
ま
す
。
現
在
、
通
訳

の
支
援
の
求
め
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
支
援
の

求
め
が
あ
る
場
合
に
は
県

等
と
連
携
し
対
応
を
考
え

ま
す
。外

国
人
の
主
な
国
は
。

住
民
課
長　

現
在　
17

ヶ
国
で
す
。
国
別
で

は
中
国
人　

人
、
ブ
ラ
ジ

45

ル
人　

人
、
ベ
ト
ナ
ム
人

27

　

人
な
ど
で
す
。

23

農
業
に
従
事
し
て
い

る
外
国
人
の
人
数
は
。

農
政
課
長　

技
能
実

習
に
分
類
さ
れ
る
農

業
研
修
生
は　

人
で
す
。

23

外
国
人
対
応
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

総
務
企
画
部
長　

外

国
語
の
申
し
出
が
出

て
き
た
場
合
は
検
討
し
ま

す
。

お
互
い
に
自
国
語
の

ま
ま
で
対
話
で
き
る

通
訳
機
を
設
置
す
る
考
え

は
。

企
画
課
長　

今
後
、

需
要
に
応
じ
て
必
要

か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

答

問

答問 問

答問答

答

問答問答問答

問答

外
国
人
の
対
応
に
つ
い
て



No.174 議会だよりはが　8議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

下
原
地
区
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

町
長　

平
成　

年
度

29

に
策
定
し
た
行
政
素

案
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

ふ
ま
え
て
、
町
都
市
計
画

課
と
下
原
地
区
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
が
連
携
し
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
地
区
内
の
意
向
調
査
、

役
員
に
よ
る
ま
ち
歩
き
、

地
区
座
談
会
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
公

共
施
設
の
整
備
や
良
好
な

住
環
境
形
成
の
た
め
の

ル
ー
ル
策
定
な
ど
、
具
体

的
な
議
論
を
重
ね
、
L
R

T
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
よ
る
波
及

効
果
を
生
か
し
た
生
活
拠

点
の
形
成
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

下
原
地
区
は
現
在
、

市
街
化
調
整
区
域
で

す
が
用
途
地
域
に
変
更
す

る
考
え
は
。

建
設
産
業
部
長
兼
都

市
計
画
課
長　

県
の

類
型
用
途
地
域
の
「
第
二

種
低
層
住
居
専
用
地
域
」

と
同
程
度
に
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
指
定

す
る
と
小
規
模
店
舗
、
福

祉
施
設
な
ど
の
建
設
、
道

路
、
雨
水
排
水
な
ど
生
活

環
境
の
向
上
に
役
立
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
研
究
会

に
建
築
家
や
建
設
業

界
の
代
表
者
な
ど
を
加
え

て
提
案
し
て
も
ら
っ
て
は
。

建
設
産
業
部
長
兼
都

市
計
画
課
長　

研
究

会
の
役
員
さ
ん
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
都
市

空
間
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
中
で
立
体
化
し
て

様
々
な
視
点
で
確
認
で
き

る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
導
入
し
て
は
。

建
設
産
業
部
長
兼
都

市
計
画
課
長　

先
進

事
例
な
ど
を
研
究
・
調
査

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

祖
母
井
市
街
地
ま
で

延
伸
し
た
場
合
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
は
ど

の
辺
に
設
置
す
る
の
か
。

町
長　

交
通
手
段
と

の
乗
り
継
ぎ
の
機
能

だ
け
で
な
く
、
既
存
施
設

と
の
連
携
や
地
域
拠
点
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
全

体
像
を
含
め
た
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
構
想
を
よ
り

具
体
化
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

祖
母
井
に
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
と
き
敷
地
内
に

道
の
駅
を
移
転
し
、
肉
の

駅
も
設
置
し
て
は
。

町
長　

道
の
駅
に
つ

い
て
は
、
ロ
マ
ン
の

答 問

湯
と
一
体
と
な
っ
た
観
光

資
源
と
し
て
定
着
し
て
お

り
、
現
状
の
ま
ま
存
続
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

肉
の
駅
に
つ
い
て
は
、
食

肉
の
卸
売
市
場
が
直
営
店

と
し
て
設
置
し
て
い
る
例

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
現

時
点
で
同
様
の
施
設
を
設

置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
食
肉
セ
ン

タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
元
畜

産
試
験
場
跡
地　

ヘ
ク

27

タ
ー
ル
の
う
ち
、
残
り
の

　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て

17は
栃
木
県
が
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
を
移
転
し
た

跡
地
に
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

保
健
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し

仮
称
「
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
を
建
設
し
て
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の

答
弁
で
申
し
上
げ
た

と
お
り
、
道
の
駅
を
今
後

と
も
存
続
さ
せ
て
い
く
考

え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
提
案
の
施
設
を
建

設
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
は
築　

年
が
経
過
し
、

39

施
設
の
老
朽
化
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、
多
様
化
す
る
健

康
ニ
ー
ズ
に
も
必
ず
し
も

対
応
で
き
な
い
状
況
で
す

の
で
、
財
政
状
況
な
ど
を

勘
案
し
、
本
年
度
策
定
す

る
第
6
次
振
興
計
画
の
中

期
基
本
計
画
で
整
備
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

答問答問

答 問

答 問

問

答問答

一
般
質
問

大根田周平が問う

LRТ導入による
魅力あるまちづくりについて

▲LRT導入のイメージ図
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと

私のいいたいこと
待期をりくづ町るす革変

　ここに住んで三十数年、刻々と変わる町づくりがここに来て大きな「うねり」を感

じています。LRTの導入、芳賀第2工業団地の促進、祖陽が丘の造成分譲等々、芳賀町

に大きな変革が見えてきました。それぞれの項目で今までにない事業が進むなか、こ

れからの芳賀町の長期展望を見据えて、どのような姿に進んでいくかが重要に思いま

す。「町民の町民による町民のため」の政治姿勢が問われていくことでしょう。

　私は今、最大の関心事項は、定住者促進事業の強力展開です。芳賀町は昔、2万1千

人もいたと聞きました。将来は、町から市に向かっていくような大きな夢に向かって、

町づくりが一歩一歩着実に進むことを期待しています。子供の未来、夢のある芳賀町

を町民一体となり考えていく、また、政治力を希望しています。芳賀町には素晴らし

い人材がたくさんいます。その知恵と知識を生かしていけばと思います。

てし指目を化実充の政町と政財な能可続持
　現在、芳賀町は県内トップの財政力のある町のようですが、まだ、将来にわたって

持続可能な財政ではないようです。そこで、町では持続可能な財政にするために、今

秋より、本田技術研究所南側に産業団地を造り、そこに優良企業を誘致して、さらに

税収アップを図り持続可能な財政基盤をつくるようです。こうした安定基盤のなかで、

今まで以上に、各種産業のさらなる発展と、社会福祉、学校教育、子育て支援の充実、

また住宅面では住宅団地の造成と分譲、そして交通面ではただ今、宇都宮市と工事が

行われているLRTを中心とした公共交通の利便性を高め、通勤、通学、また、病院の

通院など子どもからお年寄りまでが便利に利用できるような、芳賀町にしていただき

たいと思います。町執行部、議会議員の方々には一層のご尽力をお願いいたします。

ていつに会社化齢高
　令和新時代になって　ヶ月が経過して次の世代について考えてみました。今、日本3

が直面する現実に労働人口の減少があります。いわゆる団塊の世代の出生数は８０５万

人に対して現在は２８４万人と、この間に出生数が６５％も減少しています。かつ平均寿

命の推移をみても、１００歳時代といわれています。間もなく６５％も減少した若者が、高

齢者を支える時代が来ます。芳賀町においても例外ではありません。そのため、地方

においてはコンパクトシティやスモールコミュニティーの考えが重要だと考えていま

す。これから先、財政は緩やかに厳しくなると予想されます。道路や下水道等の維持

管理費の負担が増していきます。住む場所をある程度集約し、コスパ（費用対効果）に

強いまちづくり、また、農業に関しては、集約することで作業やコストにメリットが

期待できます。次の世代に負のつけを回さないようにしたいものです。

（稲毛田）
 駿  河 　 富  夫 さん
する が とみ お

（芳志戸）
 高  橋 　 利  夫 さん
たか はし とし お

（西水沼）
 塩  田 　 秀  樹 さん
しお た ひで き
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議会日誌
５月
　８日・議員懇談会
　１４日・初当選議員勉強会
　１７日・真岡地区防犯協会総会
　２１日・令和元年第２回芳賀町議会臨時会
　　　・議員全員協議会
　２２日・例月現金出納検査
　　　・奨学生選考委員会
　２３日・ボランティアセンターはが総会
　　　・第６０回芳賀町商工会通常総会
　　　・町自治会連合会総会
　　　・郡市町議会議長会定例会
　２４日・第３０回芳賀町工業団地連絡協議会総会
　２７日・真岡線愛護会総会
　　　・真岡線ＳＬ運行協議会総会
　２８日・全国町村議会議長研修会
　２９日・県町村議会正副議長研修会
　　　・町政懇談会
　３１日・議員全員協議会
　　　・議会運営委員会
　　　・建設業協会・建災防芳賀町分会通常総会

６月
　７日・芳賀地区広域行政事務組合臨時議会
　９日・町消防団夏季点検及びポンプ車操法競技会
　１０日・第３回芳賀町議会定例会（～１３日）
　１３日・一般社団法人真岡法人会芳賀支部総会
　１７日・芳賀郡中部環境衛生事務組合臨時議会
　　　・芳賀中部上水道企業団臨時議会
　　　・町シルバー人材センター定時総会
　　　・町社会福祉協議会理事会
　２０日・町ＰＴＡ協議会定期総会
　２１日・例月現金出納検査
　２７日・芳賀中部上水道企業団決算審査、例月検査
　２８日・第１回県町村議会議長会議・研修会

７月
　７日・県消防協会芳賀支部消防操法大会
　１２日・議会広報常任委員会
　２２日・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　　　・議会広報常任委員会
　２３日・例月現金出納検査
　２４日・県土整備委員会現地調査
　２５日・芳賀北部広域行政推進協議会
　２７日・而今荘開設３３周年記念式典、納涼盆踊り大会
　３０日・初当選市町村議会議員研修会

▲下延生城興寺のアオバズク

編
集
室

　

去
る
6
月　

日
夜
、
新
潟
県
で
震

18

度
6
強
の
地
震
が
、
昨
年
の
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
続
き
発
生
し
ま
し
た
。

年
々
多
発
す
る
集
中
豪
雨
等
も
多
大
な

被
害
と
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
芳

賀
町
は
、
災
害
の
少
な
い
所
だ
と
感
じ

て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
家
族
と
話
し
合
い
、

避
難
所
及
び
危
険
箇
所
の
確
認
を
し
、

ま
た
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
・
減

災
に
つ
な
が
る
訓
練
等
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
今
回
の
地
震
に
お
い
て
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
芳
賀
町
は
、
L
R
T
の
整
備

事
業
に
伴
い
県
道
宇
都
宮
茂
木
線
及

び
町
道
台
の
原
下
原
線
の
道
路
改
良

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
一
日

も
早
い
完
成
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。（

委
員
長　

岡
田
年
弘
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 
員 
長　

岡
田　

年
弘

　

副
委
員
長　

山
口
菊
一
郎

　

委　
　

員　

江
間
田
信
一

　

委　
　

員　

小
林　

信
二

　

委　
　

員　

小
林　

俊
夫

謹
告

芳
賀
町
議
会
議
員
は
、
公
職

選
挙
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
初
盆
の

ご
挨
拶
は
自
粛
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


